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五
一

一
、

森
槐
南
（
名
大
來
、
字
公
泰
、
號
菊
如
澹
人
、
秋
波
禪
侶
等
、
一
八
六
三
―

一
九
一
一
）
は
、
明
治
の
漢
詩
壇
に
お
い
て
最
も
著
名
な
人
物
で
あ
る
が
、
ま
た

詞
に
お
い
て
も
「
明
治
に
な
つ
て
塡
詞
の
黃
金
時
代
を
現
出
せ
し
め
た
第
一
の
功

勞
者（

1
）」
と
稱
せ
ら
れ
、
そ
の
詩
集
で
あ
る
『
槐
南
集
』（
卷
二
十
八
）
に
九
十
六

首
の
詞
を
收
め
て
い
る
詞
人
で
も
あ
っ
た
。
詞
學
の
泰
斗
で
あ
る
夏
承
燾
氏
は
、

そ
の
『
瞿
髯
論
詞
絕
句（

2
）』
外
編
の
「
森
槐
南
」
題
解
に
お
い
て
「
日
人
爲
蘇
、

辛
派
詞
、
當
無
出
森
槐
南
右
者
。
而
其

麗
綿
密
之
作
、
亦
不
在
晏
幾
道
、
秦
觀

之
下
」
と
述
べ
、
そ
の
詞
を
高
く
評
價
し
て
い
る
。

ま
た
槐
南
は
、
作
品
を
制
作
す
る
の
み
な
ら
ず
、
詩
學
や
詞
學
、
戲
曲
小
說
等

の
學
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
。
槐
南
は
早
く
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
詩
詞
曲
や

小
說
等
の
講
義
を
行
っ
て
お
り（

3
）、
ま
た
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
は
東

京
專
門
學
校
文
學
科
の
講
師
と
な
り（

4
）、
さ
ら
に
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）

二
月
か
ら
は
、
東
京
帝
國
大
學
文
科
大
學
講
師
と
し
て
大
學
で
講
義
を
擔
當
し
て

い
る（

5
）。
こ
う
し
た
彼
の
講
義
は
、
速
記
を
文
字
に
起
こ
し
た
り
、
遺
稿
を
整
理

し
た
り
し
て
、
槐
南
の
死
後
に
『
杜
詩
講
義
』（
文
會
堂
書
店
、
一
九
一
二
）、『
李

詩
講
義
』（
文
會
堂
書
店
、
一
九
一
三
）、『
韓
昌
黎
詩
講
義
』（
文
會
堂
書
店
、

一
九
一
九
）
な
ど
の
講
義
錄
が
、
ま
た
「
唐
宋
詩
學
」「
詞
曲
槪
論
」「
漢
唐
小
說

史
」「
爾
雅
學
」
等
の
遺
稿
が
公
刊
さ
れ
て
い
る（

6
）。

こ
れ
ら
の
講
義
錄
や
遺
稿
は
、
槐
南
の
學
問
や
明
治
期
に
お
け
る
日
本
の
中
國

文
學
硏
究
を
知
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
が
、
な
お
十
分
に
硏
究
さ
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
狀
況
で
あ
る
。
特
に
彼
の
詞
學
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た（

7
）。
そ
こ
で
小
稿
で
は
、
槐
南
の
講
義
錄
で
あ

る
『
作
詩
法
講
話（

8
）』（
文
會
堂
書
店
、
一
九
一
一
）
の
第
四
章
「
詩
、
詞
の
別
」

を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
詞
學
の
一
端
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い（

9
）。

二
、

『
作
詩
法
講
話
』
は
、
そ
の
「
凡
例（
10
）」
に
「
此
の
書
、
荒
浪
煙
崖
君
の
速
記
に

係
る
、
行
文
能
く
講
話
を
寫
す
、
先
生
の
面
目
眞
に
躍
如
た
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、

口
頭
で
の
講
義
を
速
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
行
わ
れ
た
講
義
を

記
錄
し
た
も
の
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い（
11
）。
た
だ
槐
南
は
、
明
治
四
十
四

森
槐
南
の
詞
學

―
『
作
詩
法
講
話
』
に
見
え
る
詞
の
起
源
說

―萩　
　

原　
　

正　
　

樹



森
槐
南
の
詞
學

五
二

年
（
一
九
一
一
）
の
一
月
十
八
日
に
發
病
し
、
肺
炎
心
臟
病
の
併
發
に
よ
っ
て
同

二
十
二
日
に
赤
十
字
病
院
に
入
院
し
て
そ
の
ま
ま
三
月
七
日
に
亡
く
な
っ
て

い
る（
12
）の
で
、
遲
く
と
も
一
九
一
〇
年
以
前
の
講
演
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
書
名
に
「
作
詩
法
」
と
あ
る
ご
と
く
、
漢
詩
を
作
ろ
う
と
す
る
初
中
級
者
向

け
の
講
義
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、そ
の
內
容
は
い
わ
ゆ
る
「
漢
詩
の
作
り
方
」

だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
次
の
章
立
て
に
見
え
る
よ
う
に
、
詞
曲
、
雜
劇
、
傳
奇
、
小

說
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

第
一
章　

平
仄
の
原
理

第
二
章　

古
詩
の
音
節

第
三
章　

唐
韻
の
區
劃

第
四
章　

詩
、
詞
の
別

第
五
章　

詞
、
曲
竝
に
雜
劇
、
傳
奇

第
六
章　

小
說
槪
要

第
四
章
以
下
の
內
容
は
、「
作
詩
法
」
と
冠
す
る
書
物
と
し
て
は
き
わ
め
て
異

例
で
あ
り
、
入
谷
仙
介
氏
が
「「
作
詩
法
講
話
」
は
單
な
る
作
詩
法
で
は
な
く
、

よ
く
ま
と
ま
っ
た
中
國
文
學
史
で
あ
る（
13
）」
と
評
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
中
國
古

典
文
學
の
ジ
ャ
ン
ル
を
ほ
ぼ
網
羅
し
た
內
容
と
な
っ
て
い
る
。
森
槐
南
が
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
構
成
で
講
義
を
行
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は

槐
南
自
身
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
詩
人
た
る
者
は
、
詩
の
み
に
限
ら
ず
、
他

の
中
國
古
典
文
學
の
作
品
に
も
知
識
と
關
心
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
氣
持
ち

が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い（
14
）。

詞
に
つ
い
て
は
第
四
章
と
第
五
章
と
に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
第
五
章
は
僅
か

に
冒
頭
に
南
宋
詞
の
隆
盛
を
說
い
て
、
詞
か
ら
曲
へ
の
變
化
を
述
べ
て
い
る
だ
け

で
あ
り
、
主
に
詞
を
論
述
の
對
象
と
す
る
の
は
第
四
章
「
詩
、
詞
の
別
」
で
あ
る
。

第
四
章
は
、
一
七
五
頁
か
ら
二
三
一
頁
ま
で（
15
）、
す
べ
て
五
十
七
頁
に
わ
た
っ
て

詞
が
論
じ
ら
れ
る
が
、
そ
の
ほ
ぼ
八
割
ほ
ど
の
分
量
を
占
め
る
の
が
、
詞
が
ど
の

よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
、
す
な
わ
ち
詞
の
起
源
に
關
す
る
議
論
で
あ
る
。

詞
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
宋
代
の
人
も
關
心
を
拂
っ
て
お
り
、
た
と
え
ば
南
宋
・

王
灼
の
『
碧
鷄
漫
志
』（
卷
一
）
に
、

蓋
隋
以
來
今
之
所
謂
曲
子
者
漸
興
、
至
唐
稍
盛
、
今
則
繁
聲
淫
奏
、
殆
不
可

數
。
古
歌
變
爲
古
樂
府
、
古
樂
府
變
爲
今
曲
子
、
其
本
一
也
。

と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
同
じ
く
南
宋
の
胡
仔
『

溪
漁
隱
叢
話
』（
後
集
卷
三
十
九
）

に
は
、唐

初
歌
辭
、
多
是
五
言
詩
或
七
言
詩
、
初
無
長
短
句
。
自
中
葉
以
後
至
五
代
、

漸
變
成
長
短
句
、
及
本
朝
則
盡
爲
此
體
。

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
各
種
の
詩
（
詞
）
話
や
筆
記
等
に
お
い
て
し
ば

し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
短
く
斷
片
的
な
記
事
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
詞
の
起

源
に
つ
い
て
ま
と
め
て
論
じ
た
も
の
は
、
槐
南
以
前
に
は
無
か
っ
た
と
言
っ
て
良

い
で
あ
ろ
う
。

で
は
槐
南
の
詞
源
論
に
つ
い
て
具
體
的
に
見
て
い
こ
う
。
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五
號

五
三

第
四
章
の
冒
頭
部
分
で
槐
南
は
、

漢
魏
六
朝
な
ど
ゝ
云
ふ
時
代
に
種
を
蒔
き
ま
し
た
も
の
が
段
々
發
達
致
し
て

唐
に
至
り
ま
し
て
か
ら
に
一
本
の
立
派
な
樹
と
な
つ
て
、
さ
う
し
て
そ
れ
に

悉
く
花
が
咲
き
ま
し
た
の
と
同
じ
で
、
唐
は
開
化
の
時
代
、
卽
ち
今
日
の
言

葉
で
申
ま
し
た
な
ら
ば
詩
に
於
け
る
處
の
黃
金
時
代
と
云
つ
て
宜
敷
い
譯
で

あ
り
ま
す
、（
一
七
五
頁
）

と
述
べ
て
、
ま
ず
唐
が
詩
の
黃
金
時
代
で
あ
る
と
し
、
一
方
で
漢
魏
以
來
の
樂
府

に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
、
そ
の
歌
唱
法
は
亡
び
て
し
ま
っ
た
と
す
る
。

卽
ち
漢
魏
の
時
代
に
歌
ひ
ま
し
た
る
處
の
歌
と
申
す
も
の
は
、
全
く
亡
び
て

傳
は
ら
ぬ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、（
一
七
七
頁
）

さ
ら
に
續
け
て
、

そ
こ
で
詩
と
申
す
も
の
は
單
に
歌
に
非
ず
し
て
文
章
の
も
の
と
な
つ
て
了

ひ
、
卽
ち
文
人
學
者
が
己
れ
の
心
を
慰
む
る
が
爲
め
に
唯
だ
作
る
と
云
ふ
事

で
、
是
れ
を
以
て
音
樂
に
掛
け
て
歌
に
す
る
と
云
ふ
の
で
は
な
か
つ
た
の
で

ご
ざ
い
ま
す
、（
一
七
七
頁
）

と
述
べ
、
詩
が
歌
う
も
の
で
は
な
く
、
文
章
の
よ
う
に
讀
む
も
の
と
な
っ
た
と
指

摘
す
る
。
槐
南
が
こ
こ
で
言
っ
て
い
る
詩
と
は
律
詩
の
こ
と
で
あ
り
、
律
詩
の
規

則
が
嚴
密
に
な
り
、
ま
た
「
文
官
の
試
驗
」
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ま

す
ま
す
歌
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
と
論
じ
る
。
で
は
唐
代
に
は
歌
は
無
か
っ
た

の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
と
し
て
、

決
し
て
無
か
つ
た
も
の
で
は
な
い
、
有
る
事
は
在
つ
た
、
然
ら
ば
如
何
な
る

も
の
が
そ
れ
で
あ
る
か
と
申
ま
す
る
と
、
是
れ
卽
ち
今
日
に
傳
は
つ
て
居
り

ま
す
る
處
の
絕
句
と
申
す
も
の
で
あ
り
ま
す
、（
中
略
）
此
の
絕
句
と
申
す

も
の
丈
け
が
卽
ち
詩
の
諸
體
の
中
で
唐
人
が
管
絃
に
掛
け
ま
し
て
か
ら
に
歌

ひ
ま
し
た
處
の
も
の
で
あ
つ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、（
一
七
九
頁
）

と
記
し
、
唐
人
は
絕
句
を
音
樂
に
載
せ
て
歌
っ
て
い
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
唐
代

の
人
々
が
絕
句
を
歌
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
證
す
る
多
く
の
資
料

が
あ
り
、
槐
南
も
そ
れ
ら
に
據
っ
て
こ
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
絕
句
が

歌
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
現
在
の
學
界
に
お
い
て
も
廣
く
認
め
ら
れ
て
い
る（
16
）。

た
だ
槐
南
は
、
絕
句
は
短
く
て
簡
單
で
あ
る
か
ら
、
絕
句
を
歌
う
方
法
だ
け
が
唐

に
傳
わ
っ
た
と
し
、

そ
こ
で
古
詩
と
云
ひ
、
律
詩
と
云
ひ
、
如
何
に
も
澤
山
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

是
れ
等
は
決
し
て
歌
で
な
い
、
歌
と
申
す
も
の
は
絕
句
に
限
つ
て
居
つ
た
の

で
あ
り
ま
す
、（
一
八
二
頁
）

と
述
べ
、
絕
句
の
み
を
歌
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
絕
句
を
歌
っ
て
い
る
う
ち
に
、
絕
句
は
字
數
が
少
な
く
、
七
言
で
は



森
槐
南
の
詞
學

五
四

二
十
八
字
、
五
言
で
は
二
十
字
し
か
な
い
た
め
、
曲
調
が
ど
う
し
て
も
「
千
篇
一

律
」
に
な
り
「
一
本
調
子
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
「
新
工
夫
」
が
施
さ
れ

た
と
し
て
、

其
の
新
工
夫
を
施
し
ま
し
て
歌
ふ
と
云
ふ
處
よ
り
致
し
て
、
此
の
詩
の
歌
ひ

方
に
「
和
聲
」
或
は
「
散
聲
」
或
は
「
偸
聲
」
と
申
す
や
う
な
も
の
が
、
次

第
〳
〵
に
歌
の
節
廻
し
の
上
に
工
夫
せ
ら
れ
て
參
り
ま
し
た
、（
一
八
四
頁
）

と
論
ず
る
。
こ
こ
で
い
う
「
和
聲
」
と
は
、
槐
南
の
說
明
に
據
れ
ば
「
先
づ
日
本

の
語
に
翻
譯
を
致
し
ま
す
れ
ば
『
囃
子
方
』
と
申
す
が
如
き
も
の
（
一
八
四
頁
）」

で
あ
り
、
ま
た
「
散
聲
」
は
「
歌
の
文
句
と
文
句
の
間
に
持
つ
て
參
り
ま
し
て
音

樂
の
方
で
樣
々
の
『
合
の
手
』
を
施
（
一
八
四
頁
）」
す
の
で
あ
り
、「
其
の
合
の

手
が
濟
ん
だ
處
で
直
ぐ
に
句
を
歌
ひ
出
す
と
云
ふ
や
う
な
も
の
（
一
八
四
頁
）」、

さ
ら
に
「
偸
聲
」
は
「
七
字
の
句
を
六
字
な
ら
六
字
の
譜
で
以
て
七
字
の
體
を
一

つ
偸
ん
で
歌
ふ
、
或
は
二
字
の
聲
を
偸
ん
で
歌
ふ
（
一
八
五
頁
）」
と
い
う
歌
い

方
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
新
工
夫
」
に
よ
っ
て
絕
句
は
お
お
い
に
歌
わ
れ
た
の
で

あ
る
が
、そ
の
工
夫
さ
れ
た
歌
い
方
は
、「
伶
人
樂
工
」の
手
に
委
ね
る
し
か
な
か
っ

た
。
つ
ま
り
「
伶
人
樂
工
」
が
何
ら
か
の
事
情
で
歌
え
な
く
な
る
と
、
せ
っ
か
く

の
絕
句
も
美
し
い
調
子
で
歌
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、

和
聲
と
か
、
散
聲
と
か
、
偸
聲
と
か
云
ふ
や
う
な
（
中
略
）
文
字
の
無
い
處

の
管
絃
の
聲
の
處
に
持
つ
て
參
り
ま
し
て
、
そ
れ
で
其
の
節
の
無
い
處
の
譜

へ
コ
ツ
チ
が
文
字
を
嵌
め
て
行
く
の
で
あ
り
ま
す
、
コ
ツ
チ
が
一
字
一
字
文

字
の
無
い
處
の
譜
へ
文
字
を
嵌
め
て
參
り
ま
す
る
と
云
ふ
と
、
七
言
な
ら
七

言
の
字
句
、
五
言
な
ら
五
言
の
字
句
の
間
に
も
つ
て
參
つ
て
、
所
謂
和
聲
と

か
、
散
聲
と
か
あ
る
其
の
聲
に
從
つ
て
文
字
を
ば
塡
め
て
參
る
の
で
あ
り
ま

す
、（
中
略
）
さ
う
す
る
と
歌
其
の
物
と
、
歌
の
節
廻
し
と
が
悉
く
文
字
の

上
に
現
は
れ
る
や
う
に
な
り
ま
す
、（
一
九
一
頁
）

と
い
う
よ
う
に
、
音
だ
け
が
あ
っ
た
部
分
に
文
字
を
當
て
嵌
め
て
い
く
こ
と
で
、

曲
調
が
文
字
に
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
音
を
文
字
に
當
て
嵌
め
る
こ

と
が
で
き
る
前
提
と
し
て
槐
南
は
、
中
國
の
漢
字
が
日
本
語
や
西
洋
諸
言
語
と
は

異
な
り
、
一
字
一
音
節
で
一
つ
の
意
味
を
表
す
こ
と
に
つ
い
て
も
右
の
引
用
の
前

に
觸
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

後
の
人
が
一
度
さ
う
云
ふ
も
の
を
拵
へ
て
字
數
丈
け
塡
め
て
往
く
と
、
昔
歌

ひ
ま
し
た
詩
の
節
廻
し
と
云
ふ
も
の
は
文
字
と
共
に
殘
つ
て
參
る
と
云
ふ
譯

に
な
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。（
中
略
）
茲
に
至
り
ま
し
て
、
所
謂
「
詞
」
と

云
ふ
物
が
興
り
ま
し
た
譯
で
あ
り
ま
す
。（
一
九
二
頁
）

と
述
べ
て
、
詞
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
の
か
に
つ
い
て
の
自
身
の
說
を
說
明
す

る
の
で
あ
る
。

で
は
詞
が
詩
か
ら
分
か
れ
て
詞
と
し
て
成
立
す
る
の
は
何
時
の
こ
と
か
。
こ
れ

に
つ
い
て
槐
南
は
、

デ
今
日
の
詞
と
申
す
も
の
の
形
式
は
白
樂
天
の
と
き
に
至
り
ま
し
て
全
く
定
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つ
た
も
の
で
あ
る
、
そ
れ
ま
で
は
未
だ
詩
か
ら
ホ
ン
の
生
ま
れ
立
て
の
も
の

で
あ
つ
て
、
詩
の
形
と
詞
の
形
と
が
混
淆
し
て
未
だ
分
明
な
ら
な
ん
だ
が
、

白
樂
天
の
時
代
に
な
つ
て
斯
樣
に
分
明
に
其
の
形
式
を
異
に
す
る
や
う
に
な

つ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、（
二
一
〇
〜
二
一
一
頁
）

と
述
べ
、「
白
樂
天
の
と
き
」、
つ
ま
り
中
唐
に
詞
が
成
立
し
た
と
說
く
。
ま
た
詩

と
詞
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、

詞
が
詩
か
ら
出
ま
す
る
の
は
、
詰
り
恰
度
母
の
胎
內
か
ら
小
兒
が
生
ま
れ
る

の
と
同
じ
話
し
で
あ
り
ま
す
、
一
度
胎
內
を
離
れ
た
る
小
兒
は
二
度
元
の
母

の
腹
の
中
に
這
入
り
ま
せ
ぬ
、
そ
れ
か
ら
母
と
子
と
申
ま
す
る
も
の
は
、
成

程
顏
は
似
て
居
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
形
は
マ
ル
デ
別
で
あ
り
ま
す
、
卽
ち
詩

と
詞
と
は
母
子
の
關
係
の
如
き
も
の
で
、
固
よ
り
離
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
度
詞
と
な
つ
た
以
上
は
最
早
元
の
詩
で
は
あ
り
ま

せ
ぬ
、（
二
〇
八
頁
）

と
、
詩
を
母
に
、
詞
を
子
に
喩
え
て
、
兩
者
は
似
て
は
い
る
け
れ
ど
も
形
は
ま
っ

た
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
、
分
か
り
や
す
く
說
明
を
し
て
い
る
。

以
上
が
森
槐
南
の
詞
源
論
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
簡
單
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
以

下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

○
詞
は
中
唐
に
成
立
し
た
（
中
唐
說
）

○
最
初
は
絕
句
を
歌
っ
て
い
た
が
、そ
れ
だ
け
で
は
變
化
に
乏
し
い
の
で
、「
和
聲
」

「
散
聲
」「
偸
聲
」
と
い
う
新
た
な
工
夫
を
樂
曲
に
加
え
た
。

○
そ
の
音
だ
け
が
あ
っ
た
部
分
に
文
字
を
當
て
嵌
め
て
い
く
こ
と
で
、
長
短
句
の

詞
が
成
立
し
た
。

中
唐
に
詞
が
成
立
し
た
と
い
う
說
は
、早
く
は
北
宋
・
沈
括
の
『
夢
溪
筆
談
』（
卷

五
「
樂
律
一
」）
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

詩
之
外
又
有
和
聲
、
則
所
謂
曲
也
。
古
樂
府
皆
有
聲
有
詞
、
連
屬
書
之
。
如

曰
賀
賀
賀
、
何
何
何
之
類
、
皆
和
聲
也
。
今
管
弦
之
中
纏
聲
、
亦
其
遺
法
也
。

唐
人
乃
以
詞
塡
入
曲
中
、
不
復
用
和
聲
。
此
格
雖
云
自
王
涯
始
、
然
貞
元
、

元
和
之
間
、
爲
之
者
已
多
、
亦
有
在
涯
之
前
者
。

貞
元
（
七
八
五
―
八
〇
五
）、
元
和
（
八
〇
六
―
八
二
〇
）
の
頃
に
は
「
爲
之

者
已
多
」
と
述
べ
て
お
り
、
旣
に
「
和
聲
」
の
部
分
に
文
字
を
塡
め
た
詞
が
成
立

し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
先
に
引
い
た
『

溪
漁
隱
叢
話
』（
後
集
卷

三
十
九
）
に
「
自
中
葉
以
後
至
五
代
、
漸
變
成
長
短
句
」
と
記
し
て
い
る
の
も
、

中
唐
に
詞
が
成
立
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
詞
が
中
唐
に
成
立
し
た
と
い
う
中

唐
說
は
、
林
玫
儀
氏
の
「
由
敦
煌
曲
看
詞
的
起
原
」（『
詞
學
考
詮
』
所
收
、
聯
經

出
版
、
一
九
八
七
）
に
「
關
於
詞
之
起
原
時
代
、
一
般
比
較
保
守
的
說
法
都
認
爲

是
中
唐
」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
最
も
一
般
的
な
說
で
あ
り
、
森
槐
南
も

『
夢
溪
筆
談
』
や
『

溪
漁
隱
叢
話
』
な
ど
の
諸
說
を
參
照
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
絕
句
が
變
化
し
た
と
い
う
考
え
方
は
、淸
・
吳
衡
照
の
『
蓮
子
居
詞
話
』（
卷

一
）
に
、



森
槐
南
の
詞
學

五
六

唐
七
言
絕
歌
法
、
必
有
襯
字
以
取
便
於
歌
。
五
言
六
言
皆
然
、
不
獨
七
言
也
。

後

格
外
字
入
正
格
、
凡
虛
聲
處
、
悉
塡
成
辭
、
不
別
用
襯
字
、
此
詞
所
繇

興
已
。

と
見
え
、
ま
た
同
じ
く
淸
・
宋
翔
鳳
の
『
樂
府
餘
論
』
に
も
次
の
よ
う
に
論
じ
ら

れ
て
い
る
。

謂
之
詩
餘
者
、
以
詞
起
於
唐
人
絕
句
、
如
太
白
之
淸
平
調
、
卽
以
被
之
樂
府
。

太
白
憶
秦
娥
、
菩
薩
蠻
、
皆
絕
句
之
變
格
、
爲
小
令
之
權
輿
。
旗
亭
畫
壁
賭

唱
、
皆
七
言
斷
句
。
後
至
十
國
時
、
遂
競
爲
長
短
句
。
自
一
字
兩
字
至
七
字
、

以
抑
揚
高
下
其
聲
、
而
樂
府
之
體
一
變
。
則
詞
實
詩
之
餘
，
遂
名
曰
詩
餘
。

『
蓮
子
居
詞
話
』
で
は
、「
襯
字
」
を
加
え
て
絕
句
を
歌
唱
し
、
後
に
そ
の
「
格

外
字
」
が
「
正
格
」
と
な
っ
て
、「
虛
聲
」
に
文
字
を
塡
し
て
「
襯
字
」
を
用
い

な
く
な
り
、詞
が
興
っ
た
と
す
る
。
ま
た
『
樂
府
餘
論
』
で
は
、李
白
の
「
憶
秦
娥
」

「
菩
薩
蠻
」
が
「
絕
句
之
變
格
」
で
あ
り
、
詞
の
小
令
の
始
ま
り
で
あ
る
と
論
じ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、絕
句
等
の
詩
が
變
化
し
て
詞
と
な
っ
た
と
い
う
說
に
つ
い
て
は
、

次
に
引
く
『
朱
子
語
類
』（
卷
一
四
〇
）
の
い
わ
ゆ
る
「
泛
聲
說
」
の
影
響
が
大

き
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る（
17
）。

古
樂
府
只
是
詩
、
中
間
卻
添
許
多
泛
聲
。
後
來
人
怕
失
了
那
些
聲
、
逐
一
聲

添
個
實
字
、
遂
成
長
短
句
、
今
曲
子
便
是
。

森
槐
南
の
詞
源
論
も
、
こ
の
朱
熹
の
說
を
元
と
し
、
そ
れ
を
敷
衍
し
た
も
の
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
槐
南
は
、
朱
熹
の
「
泛
聲
」
と
い
う
語
は
用
い
ず
に
、
樂
曲
に
加
え
る
新

た
な
工
夫
と
し
て
、「
和
聲
」「
散
聲
」「
偸
聲
」
と
い
う
語
を
使
っ
て
い
る
。「
和

聲
」
に
つ
い
て
は
、
先
に
引
い
た
『
夢
溪
筆
談
』
に
も
見
え
て
お
り
、
他
の
書
物

で
も
よ
く
見
か
け
る
語
で
あ
る
が
、「
散
聲
」「
偸
聲
」
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
語

で
あ
る
よ
う
に
思
う
の
で
、
稍
し
く
解
說
を
加
え
て
お
く
。

ま
ず
「
散
聲
」
に
つ
い
て
槐
南
は
、
音
樂
の
曲
調
で
插
入
さ
れ
る
『
合
の
手
』

で
あ
る
と
解
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
意
味
で
「
散
聲
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る（
18
）

例
と
し
て
は
、『

溪
漁
隱
叢
話
』（
前
集
卷
二
十
一
）
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ

る
。

東
坡
云
、
與
郭
生
遊
寒
溪
、
主
簿
吳
亮
置
酒
、
郭
生
善
作
挽
歌
、
酒
酣
發
聲
、

坐
爲
悽
然
。
郭
生
言
恨
無
佳
詞
、
因
改
樂
天
寒
食
詩
歌
之
、
坐
客
有
泣
者
。

其
詞
曰
、
烏
啼
鵲
噪
昏
喬
木
、
淸
明
寒
食
誰
家
哭
。
風
吹
曠
野
紙
錢
飛
、
古

墓
纍
累
春
草
綠
。
棠
梨
花
映
白
楊
路
、
盡
是
死
生
離
別
處
。
冥
寞
重
泉
哭
不

聞
、
蕭
蕭
暮
雨
人
歸
去
。
每
句
雜
以
散
聲
。

郭
生
が
白
居
易
の
寒
食
詩
を
歌
っ
た
際
に
、
一
句
ご
と
に
「
散
聲
」
を
ま
じ
え

た
と
あ
り
、
句
末
の
語
を
長
く
延
ば
し
た
り
、
あ
る
い
は
ハ
ミ
ン
グ
の
よ
う
な
間

奏
を
句
の
間
に
加
え
た
り
し
て
歌
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
淸
・
方
成
培
の

『
香
硏
居
詞
麈
』（
卷
一
）
に
も
、
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五
七

唐
人
所
歌
、
多
五
七
言
絕
句
、
必
雜
以
散
聲
、
然
後
可
被
之
管
弦
。
如
陽
關

必
至
三
疊
而
後
成
音
、
此
自
然
之
理
。
後
來
遂
譜
其
散
聲
、
以
字
句
實
之
、

而
長
短
句
興
焉
。

と
あ
り
、お
そ
ら
く
こ
う
し
た
記
事
か
ら
槐
南
は
「
散
聲
」
と
い
う
用
語
を
知
り
、

自
說
に
用
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
19
）。

「
偸
聲
」
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
及
ぶ
範
圍
で
は
、
詞
の
成
立
を
論
じ
た
所
說

に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
を
見
な
い
。
た
だ
「
偸
聲
」
は
詞
の
用
語
と
し
て

は
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
、
施
蟄
存
の
『
詞
學
名
詞
釋
義
』（
中
華
書
局
、

一
九
八
八
）
に
「
一
首
詞
的
曲
調
雖
有
定
格
、
但
在
歌
唱
之
時
、
還
可
以
對
音
節

韻
度
、
略
有
增
減
、
使
其
美
聽
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
音
節
韻
度
」
を

減
ら
し
て
歌
う
こ
と
を
い
う
。「
偸
聲
木
蘭
花
」
と
い
う
詞
牌
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
五
十
六
字
體
の
「
木
蘭
花
」
か
ら
前
後

そ
れ
ぞ
れ
第
三
句
の
七
字
句
を
四
字

句
と
し
、六
字
を
減
ら
し
た
五
十
字
體
の
詞
牌
で
あ
る
。
森
槐
南
は
當
然
「
偸
聲
」

と
い
う
語
を
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、「
七
字
の
句
を
六
字
な
ら
六
字
の
譜
で

以
て
七
字
の
體
を
一
つ
偸
ん
で
歌
ふ
、
或
は
二
字
の
聲
を
偸
ん
で
歌
ふ
」
と
い
う

よ
う
に（
20
）、
歌
唱
の
音
の
減
少
を
い
う
語
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
が
森
槐
南
の
詞
源
論
の
槪
略
で
あ
る
が
、
そ
の
論
は
、
朱
熹
の
泛
聲
說
を

基
本
と
し
諸
種
の
詩
話
・
詞
話
を
參
照
し
て
成
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
槐

南
は
、
そ
れ
ら
舊
來
の
所
說
を
よ
く
咀
嚼
し
て
自
分
の
も
の
と
し
、
そ
れ
を
初
學

者
向
け
に
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
說
明
し
て
お
り
、
こ
の
點
に
大
き
な
特
徵
が
あ

る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
槐
南
は
、
單
に
こ
う
し
た
說
明
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
絕
句
か
ら
詞
へ

の
變
化
を
實
例
を
示
し
な
が
ら
解
說
し
て
い
る
。
槐
南
が
擧
げ
て
い
る
の
は
、

水
調
入
破
第
二
遍　
　

黏
聯
絕
句

陽
關
三
疊
曲　
　
　
　

不
黏
聯
絕
句

竹　

枝　
　
　
　
　
　

和
聲
例

楊
柳
枝　
　
　
　
　
　

散
聲
例

漁
歌
子　
　
　
　
　
　

偸
聲
例

桂
殿
秋　
　
　
　
　
　

偸
聲
例

憶
江
南　
　
　
　
　
　

詩
調
遞
變
單
調
例

長
相
思　
　
　
　
　
　

詩
調
遞
變
雙
調
例

浣
溪
紗　
　
　
　
　
　

偸
句
例

憶
秦
娥　
　
　
　
　
　

雙
調
換
頭
竝
純
用
仄
韻
例

菩
薩
蠻　
　
　
　
　
　

平
仄
換
韻
例

西
江
月　
　
　
　
　
　

以
仄
韻
叶
平
韻
例

憶
少
年　
　
　
　
　
　

七
言
上
三
下
四
、
五
言
上
一
下
四
例

大
石
調
陽
關
三
疊　
　

散
聲
が
入
っ
て
長
く
な
る
例

な
ど
で
あ
り（
21
）、
こ
う
し
た
實
例
を
擧
げ
な
が
ら
の
解
說
は
、
聽
講
者
に
と
っ
て

非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。こ
こ
で
は
一
例
の
み
擧
げ
て
お
こ
う
。

　
　
　

憶
少
年　

七
言
上
三
下
四
、
五
言
上
一
下
四
例

　

無
窮
官
柳
。
無
情
畫
舸
。
無
根
行
客
。
南
山
尚
相
送
。
只
高
城
人
隔
。
罨

畫
園
林
溪
紺
碧
。
算
重
來
盡
成
陳
迹
。
劉
郞
鬢
如
此
。
況
桃
花
顏
色
。
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此
の「
無
窮
官
柳
。
無
情
畫
舸
。
無
根
行
客
。
南
山
尚
相
送
。
只
高
城
人
隔
」

と
云
ふ
句
が
上
一
下
四
の
例
で
あ
り
ま
す
。「
只
」と
云
ふ
字
が
一
つ
あ
つ
て
、

ア
ト
は
四
字
繫
つ
て
居
る
、
そ
れ
か
ら
「
罨
畫
園
林
溪
紺
碧
。
算
重
來
盡
成

陳
迹
」
と
云
ふ
句
が
、
是
が
上
三
下
四
の
七
字
法
で
あ
り
ま
す
、「
算
重
來
」

の
三
字
が
繫
が
り
「
盡
成
陳
迹
」
の
四
字
が
繫
が
る
、
是
れ
は
決
し
て
詩
若

く
は
絕
句
な
ど
に
は
有
り
得
べ
か
ら
ざ
る
句
法
で
あ
り
ま
す
、そ
れ
か
ら「
劉

郞
鬢
如
此
。
況
桃
花
顏
色
」、
こ
の
「
況
桃
花
顏
色
」
と
云
ふ
の
も
「
況
」

と
云
ふ
の
が
一
字
、「
桃
花
顏
色
」
の
四
字
が
繫
つ
て
居
る
、
是
れ
も
當
り

前
の
詩
に
見
ざ
る
處
の
例
で
あ
り
ま
す
、
斯
う
云
ふ
や
う
な
句
が
多
く
な
つ

て
五
言
の
上
二
字
と
三
字
を
歌
ひ
ま
し
た
の
で
は
通
常
の
調
子
に
な
る
か

ら
、
上
一
字
丈
け
を
切
つ
て
韻
の
如
何
に
關
ら
ず
後
四
字
を
繫
が
せ
て
歌
つ

た
と
云
ふ
調
子
を
殘
さ
う
と
思
ふ
か
ら
、
斯
う
云
ふ
工
合
に
な
る
の
で
あ
り

ま
す
、
其
の
調
子
で
出
來
た
詞
で
あ
り
ま
す
る
に
依
つ
て
、
此
の
憶
少
年
な

ら
憶
少
年
の
調
子
を
作
る
と
云
ふ
事
に
な
れ
ば
、
何
時
で
も
此
の
句
法
で
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
、
そ
こ
で
斯
樣
に
致
し
て
大
槪
先
づ
お

分
か
り
に
な
つ
た
で
あ
り
ま
せ
う
が
、
詩
か
ら
詞
と
云
ふ
も
の
が
分
れ
出
た

の
で
ご
ざ
い
ま
す
、（
二
一
七
〜
二
一
八
頁
）

北
宋
・
晁
補
之
の
「
憶
少
年
」
詞
を
例
に
擧
げ
て
、
上
一
下
四
と
上
三
下
四
の

句
法
を
示
し
、
通
常
の
詩
と
は
異
な
る
句
法
を
持
つ
こ
と
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
歌

い
方
の
調
子
を
殘
す
た
め
に
、
詞
の
そ
の
部
分
は
上
一
下
四
や
上
三
下
四
の
句
法

で
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
說
明
し
て
い
る
。
五
言
句
に
お
け
る
上
一
下

四
や
、
七
言
句
で
の
上
三
下
四
の
句
法
は
、
詞
で
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
が
、槐
南
は
こ
れ
も
「
歌
ひ
方
の
節
廻
し
」
の
工
夫
と
し
て
と
ら
え
て
お
り
、

別
の
箇
所
で
「
漸
次
詩
の
調
子
が
發
達
す
る
に
從
つ
て
、
或
る
場
合
に
於
い
て
は

上
が
二
字
連
續
し
て
下
が
三
字
連
續
し
て
居
る
物
で
、
其
の
文
字
の
通
り
に
節
を

附
け
ず
に
上
の
一
字
バ
カ
リ
節
を
附
け
て
ア
ト
の
四
字
を
ば
一
句
に
連
續
さ
せ
て

置
い
た
と
か
、
或
は
又
下
が
三
字
で
あ
る
の
を
上
の
三
字
丈
け
で
一
ツ
の
節
を
成

し
ま
し
て
さ
う
し
て
又
下
の
四
字
を
連
續
さ
せ
て
歌
ふ
と
云
ふ
や
う
な
、
ヤ
ハ
リ

新
工
夫
の
歌
ひ
方
が
澤
山
あ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す（
一
九
三
頁
）」と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、朱
熹
の
泛
聲
說
を
基
礎
と
し
た
詞
の
起
源
論
に
お
い
て
、「
和
聲
」

「
散
聲
」「
偸
聲
」
な
ど
一
つ
一
つ
具
體
例
を
擧
げ
な
が
ら
、
換
韻
や
句
法
に
ま
で

及
ぶ
よ
う
な
議
論
は
、槐
南
以
前
に
は
お
そ
ら
く
は
無
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
作
詩
法
講
話
』
に
お
け
る
槐
南
の
議
論
は
、
朱
熹
ら
の
泛
聲
說
に
と
っ
て
の
最

も
詳
細
で
、
か
つ
具
體
的
な
解
說
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

三
、

『
作
詩
法
講
話
』
刊
行
か
ら
十
數
年
後
の
一
九
二
七
年
七
月
、胡
適
選
注
『
詞
選
』

が
商
務
印
書
館
よ
り
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
收
載
さ
れ
た
胡
適
「
詞
的
起

源
」
は
、
梁
啓
超
の
「
詞
之
啓
源
」
と
竝
ん
で
、
中
國
近
代
に
お
け
る
最
も
早
い

詞
源
論
で
あ
る（
22
）。
次
に
こ
の
胡
適
「
詞
的
起
源
」
を
、
上
に
論
じ
た
槐
南
の
詞

源
論
と
比
較
し
な
が
ら
見
て
お
こ
う
。

「
詞
的
起
源
」
は
、
ま
ず
冒
頭
部
分
で
「
長
短
句
的
詞
起
於
中
唐
、
至
早
不
得

過
西
曆
第
八
世
紀
的
晚
年
」
と
述
べ
て
、
詞
の
發
生
し
た
時
期
を
中
唐
で
あ
る
と

す
る
。
こ
れ
は
槐
南
の
「
白
樂
天
の
と
き
」、
す
な
わ
ち
中
唐
に
發
生
し
た
と
い

う
說
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
胡
適
は
そ
の
中
唐
の
詞（
樂
府
新
詞
）と
し
て
、「
三
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硏
究
所
紀
要　

第
十
五
號

五
九

臺
」「
調
笑
」「
竹
枝
」「
楊
柳
枝
」「
浪
淘
沙
」「
憶
江
南
」
の
六
調
を
例
示
し
、

特
に
「
竹
枝
」「
柳
枝
」「
浪
淘
沙
」
は
す
べ
て
七
言
絕
句
の
詩
體
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
れ
ら
の
詞
が
生
ま
れ
た
の
か
。
胡
適
は
「
整
齊
的
五

言
、
六
言
、
七
言
詩
如
何
會
漸
漸
變
成
不
整
齊
的
長
短
句

」
と
問
い
を
發
し
、

そ
の
回
答
と
し
て
『
朱
子
語
類
』、『
全
唐
詩
』
小
注（
23
）、
方
成
培
『
香
硏
居
詞
麈
』

を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
そ
れ
ら
の
說
を
ま
と
め
て
い
る
。

（
1
）
唐
人
所
歌
的
詩
雖
然
是
整
齊
的
五
言
、
六
言
或
七
言
詩
，
而
音
樂
的

調
子
卻
不
必
整
齊
，
盡
可
以
有
〝
泛
聲
〞、〝
和
聲
〞
或
〝
散
聲
〞。

（
2
）
後
來
人
要
保
存
那
些
〝
泛
聲
〞、所
以
連
原
來
有
字
的
音
和
無
字
的
音
、

一
槪
塡
入
文
字
、
遂
成
了
長
短
句
的
詞
了
。

（
1
）
に
つ
い
て
胡
適
は
、「
對
於
第
一
層
、
我
們
沒
有
異
議
」
と
同
意
を
示
す

が
、（
2
）
に
つ
い
て
は
「
對
於
第
二
層
、
我
們
嫌
他
說
的
太
機
械
了
」
と
述
べ

て
贊
成
し
な
い
。
胡
適
は
續
い
て
、「
我
們
不
能
信
這
種
〝
泛
聲
添
實
成
長
短
句
〞

說
、
因
爲
詞
的
音
調
裡
仍
舊
有
泛
聲
的
」
と
記
し
て
、
泛
聲
に
實
字
が
加
え
ら
れ

て
長
短
句
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
詞
の
音
調
の
中
に
元
々
泛
聲
が
あ
っ
た
の
だ

と
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
詞
の
音
樂
は
自
由
に
伸
縮
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

が
、
そ
の
音
樂
で
歌
う
歌
詞
は
字
數
の
整
っ
た
律
絕
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
ど
の
よ

う
に
自
由
に
變
化
し
う
る
樂
調
に
載
せ
て
歌
う
か
は
、
樂
工
伶
人
の
事
で
あ
り
、

詩
人
と
は
關
係
な
い
。
だ
が
徐
々
に
歌
詞
と
樂
調
と
が
接
近
し
、
音
律
に
通
じ
た

詩
人
が
音
樂
の
影
響
を
受
け
、
整
っ
た
律
絕
で
は
う
ま
く
樂
調
に
乘
ら
な
い
と
感

じ
は
じ
め
、
最
初
は
遊
戲
的
に
、
後
に
は
本
格
的
に
長
短
句
の
制
作
を
試
み
た
。

胡
適
は
こ
れ
が
長
短
句
の
起
源
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
胡
適
は
「
我
們
要
修
正
朱
熹
等
人
的
說
明
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
詞

の
起
源
を
ま
と
め
て
い
る
。

唐
代
的
樂
府
歌
詞
先
是
和
樂
曲
分
離
的
；
詩
人
自
作
律
絕
詩
、
而
樂
工
伶
人

譜
爲
樂
歌
。
中
唐
以
後
、
歌
詞
與
樂
曲
漸
漸
接
近
：
詩
人
取
現
成
的
樂
曲
、

依
其
曲
拍
、
作
爲
歌
詞
、
遂
成
長
短
句
。

こ
の
說
は
一
見
、
朱
熹
や
槐
南
等
の
說
と
違
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
胡

適
が
「
修
正
」
と
言
う
ほ
ど
朱
熹
等
の
泛
聲
說
と
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
は
思
え

な
い
。
朱
熹
が
「
中
間
卻
添
許
多
泛
聲
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
胡
適
が
「
詞
的

音
調
裡
仍
舊
有
泛
聲
的
」
と
言
っ
て
い
る
の
と
基
本
的
に
は
同
じ
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
音
調
に
齊
言
の
律
絕
を
乘
せ
て
歌
う
の
に
樂
工
伶
人
の
工
夫
が
必
要
な
こ
と

は
、
森
槐
南
が
「
其
の
歌
ふ
法
と
申
す
も
の
は
卽
ち
伶
人
で
あ
る
と
か
樂
工
で
あ

る
と
か
云
ふ
人
の
手
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
記
し
て
い
る
の
と
同
一
の
考

え
方
で
あ
ろ
う
。
異
な
る
の
は
、
長
短
句
の
生
成
が
、
朱
熹
の
言
う
「
後
來
人
怕

失
了
那
些
聲
」、
つ
ま
り
泛
聲
を
加
え
た
音
調
や
歌
唱
法
が
失
わ
れ
る
の
を
恐
れ

て
保
存
す
る
た
め
な
の
か
、
あ
る
い
は
胡
適
の
言
う
よ
う
に
音
調
に
合
わ
せ
よ
う

と
し
て
詩
人
が
長
短
句
を
作
っ
た
た
め
な
の
か
と
い
う
點
で
あ
る
。
だ
が
そ
も
そ

も
保
存
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
そ
の
音
調
や
歌
唱
法
が
面
白
く
魅
力
的
で
あ
る
か

ら
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
詩
人
た
ち
は
音
調
に
合
わ
せ
て
詩
句
を
增
減
さ
せ
る
の

で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
音
律
に
通
じ
た
詩
人
た
ち
が
う
ま
く
樂
調
に
乘
せ
る
た
め
に
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長
短
句
を
作
る
こ
と
で
、
音
調
が
歌
詞
の
上
か
ら
も
保
存
さ
れ
た
と
も
言
え
る
。

つ
ま
り
兩
者
は
、
同
樣
の
事
柄
を
別
の
角
度
か
ら
言
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
本
質

的
に
は
何
も
異
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
胡
適
は
「
以
上
論
詞
的
起
源
、
初
稿

寫
成
後
、
曾
送
呈
王
靜
庵
（
國
維
）
先
生
、
請
他
指
正
。
王
先
生
答
書
說
」
と
記

し
て
王
國
維
の
答
書
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
王
國
維
が
「
尊
說
表
面
雖
似
與
紫
陽

不
同
、
實
則
爲
紫
陽
說
下
一
種
注
解
、

求
其
所
以
然
之
故
」
と
述
べ
て
い
る
の

は
、
胡
適
と
朱
熹
の
說
と
の
間
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
か
ら

で
あ
ろ
う（
24
）。

以
上
の
よ
う
に
、
胡
適
の
「
詞
的
起
源
」
に
見
え
る
詞
源
論
は
、
音
樂
に
合
わ

せ
て
唱
っ
て
い
た
絕
句
の
詩
句
に
變
化
が
加
え
ら
れ
て
、
中
唐
の
頃
に
詞
が
成
立

し
た
と
い
う
森
槐
南
の
說
と
、
結
局
は
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
十
數
年
と
い
う
時
間
の
差
は
あ
る
が
、
日
中
兩
國
に
お
い
て
、
期
せ
ず
し

て
ほ
ぼ
同
じ
內
容
の
詞
源
論
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い（
25
）。

た
だ
森
槐
南
の
說
は
、
時
間
的
に
胡
適
の
說
よ
り
早
い
と
い
う
點
で
、
ま
ず
先

驅
性
を
有
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
內
容
に
つ
い
て
も
、
具
體
例
を
多
く
擧
げ
て
の

說
明
は
、
他
に
類
を
見
な
い
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
現
在
で
は
、
詞
の
起
源

を
す
べ
て
「
泛
聲
」
說
で
說
明
す
る
と
い
う
考
え
方
は
ほ
と
ん
ど
支
持
さ
れ
て
い

な
い
が
、
槐
南
の
議
論
の
先
驅
性
や
具
體
性
は
、
高
く
評
價
す
べ
き
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
槐
南
の
詞
學
は
近
年
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ

る
こ
と
が
な
い
が
、
今
回
取
り
上
げ
た
詞
源
說
以
外
に
も
優
れ
た
見
解
が
多
く
あ

り
、
今
後
の
更
な
る
硏
究
が
待
た
れ
る
。

注（1
）
神
田
喜
一
郞
博
士
『
日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
Ⅰ
』（『
神
田
喜
一
郞
全
集
』
第
六
卷
、

同
朋
舍
、
一
九
八
五
）、
三
二
一
頁
。

（
2
）『
夏
承
燾
集
』
第
二
册
所
收
本
に
據
る
。
浙
江
古
籍
出
版
社
・
浙
江
敎
育
出
版
社
、

一
九
九
七
、
五
九
一
頁
。

（
3
）
槐
南
の
講
義
は
友
人
知
人
と
の
酒
席
や
詩
社
の
會
合
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

行
わ
れ
た
。
た
と
え
ば
『
學
海
日
錄
』（
第
四
卷
）
の
明
治
十
三
年
八
月
十
七
日
の
條

に
「
午
後
、槐
南
・
蓉
塘
・
三
郊
の
三
子
來
る
。（
中
略
）
橋
本
樓
に
の
ぼ
れ
り
。（
中
略
）

槐
南
、
西
廂
記
の
第
一
卷
を
講
じ
て
き
か
せ
つ
。
難
字
奇
句
を
解
す
る
こ
と
氷
の
朝
日

に
と
く
る
が
如
し
」
と
見
え
る
。
槐
南
は
し
ば
し
ば
依
田
學
海
を
尋
ね
、
李
夢
陽
の
詩

や
（『
學
海
日
錄
』
第
五
卷
、
明
治
十
六
年
十
二
月
三
十
日
）、
和
漢
の
小
說
に
つ
い
て

（『
學
海
日
錄
』
第
七
卷
、
明
治
二
十
年
八
月
二
十
二
日
）
談
じ
て
い
る
。
ま
た
『
巖
谷

小
波
日
記
』（
桑
原
三
郞
監
修
『
巖
谷
小
波
日
記
﹇
自
明
治
二
十
年
至
明
治
二
十
七
年
﹈

翻
刻
と
硏
究
（
白
百
合
兒
童
文
化
硏
究
セ
ン
タ
ー
叢
書
）』、
慶
應
義
塾
大
學
出
版
會
、

一
九
九
八
）
に
「（
明
治
二
十
五
年
七
月
）
廿
日　

晴　
（
前
略
）
夜
森
氏
講
義　

森
川

氏
居
合
ス
」と
見
え
、巖
谷
小
波
が
森
槐
南
の
講
義
に
出
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
森

川
氏
居
合
ス
」
と
あ
る
の
で
、
な
に
か
の
會
合
で
講
義
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
「
森
川
氏
」
は
森
川
竹
磎
の
こ
と
で
あ
る
。

（
4
）
溝
部
良
惠
氏
の
「
森
槐
南
の
中
國
小
說
史
硏
究
に
つ
い
て
―
唐
代
以
前
を
中
心
に
」

（「
慶
應
義
塾
大
學
日
吉
紀
要　

中
國
硏
究
」
第
一
號
所
收
、
二
〇
〇
八
）
に
「
こ
の
東

京
專
門
學
校
及
び
早
稻
田
大
學
へ
の
出
講
は
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
か
ら
明

治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）、
途
中
中
斷
し
た
の
ち
再
び
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）

か
ら
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
の
足
か
け
約
七
年
間
に
わ
た
り
續
け
ら
れ
た
」
と

あ
る
の
に
據
る
。

（
5
）『
森
槐
南
遺
稿　

中
國
詩
學
槪
說
』（
臨
川
書
店
、一
九
八
二
）
の
神
田
喜
一
郞
「
序
」

に
「
そ
の
東
京
帝
國
大
學
文
科
大
學
講
師
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、『
東
京
帝
國
大
學

五
十
年
史
』（
昭
和
七
年
刊
）
に
據
る
と
、
明
治
三
十
二
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。（
中

略
）
因
み
に
彼
の
東
京
帝
國
大
學
文
科
大
學
に
お
け
る
講
義
は
、
そ
の
後
引
續
い
て
逝

世
す
る
ま
で
行
は
れ
た
」
と
あ
る
の
に
據
る
。
ま
た
鹽
谷
溫
『
天
馬
行
空
』（
日
本
加

除
出
版
、一
九
五
六
）
に
「
那
珂
通
世
先
生
と
森
槐
南
先
生
」
と
い
う
一
條
が
あ
り
、「
私

の
承
は
つ
た
の
は
唐
詩
の
外
元
曲
西
廂
記
及
漢
唐
小
說
の
講
義
で
あ
つ
た
。
先
生
は
な

か
〳
〵
の
雄
辯
家
で
、
立
板
に
水
を
流
す
如
く
滔
々
と
辯
じ
立
て
ら
れ
、
學
生
の
質
問

す
る
𨻶
も
な
く
、
眞
に
是
れ
一
瀉
千
里
、
天
馬
行
空
の
觀
が
あ
つ
た
。（
中
略
）
曾
て

爾
雅
の
講
義
に
先
生
は
書
物
を
忘
れ
て
來
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
目
を
つ
ぶ
つ
て
首
章
の

十
九
字
を
暗
誦
さ
れ
た
に
は
一
同
舌
を
捲
い
て
驚
い
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
6
）
い
ず
れ
も
森
川
竹
磎
が
主
宰
し
た
雜
誌
「
詩
苑
」（
一
九
一
三
―
一
九
一
七
）
に
連



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
五
號

六
一

載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
そ
の
う
ち
「
唐
宋
詩
學
」「
元
明
淸
詩
學
」「
毛
詩
學
」
に
つ
い

て
は
、注
（
5
）
所
揭
の
『
森
槐
南
遺
稿　

中
國
詩
學
槪
說
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
管
見
の
範
圍
で
は
、
鈴
木
虎
雄
「
詞
源
」（「
支
那
學
」
三
―
一
、
一
九
二
二
。
後

に
弘
文
堂
刊
『
支
那
文
學
硏
究
』、
一
九
二
五
に
再
錄
）
が
槐
南
の
「
詞
曲
槪
論
」
を

引
き
、
ま
た
目
加
田
誠
「
詞
源
流
考
」（『
服
部
先
生
古
稀
祝
賀
記
念
論
文
集
』
所
收
、

冨
山
房
、
一
九
三
六
。
後
に
惇
信
堂
刊
『
風
雅
集
』、
一
九
四
七
に
再
錄
）
が
『
作
詩

法
講
話
』
を
詞
源
說
の
一
例
と
し
て
引
用
し
て
い
る
の
が
あ
る
。
ま
た
任
半
塘
『
唐
聲

詩
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
）
の
上
編
第
四
章
「
歌
唱
」
に
槐
南
の
說
が
引

か
れ
る
が
、
こ
れ
は
上
記
の
鈴
木
虎
雄
、
目
加
田
誠
兩
氏
の
論
文
の
中
國
語
譯
か
ら
得

ら
れ
た
も
の
で
、
森
槐
南
の
原
著
を
見
た
の
で
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お
森
槐
南
の

詞
に
つ
い
て
は
陸
越
「
森
槐
南
詞
的
蘇
辛
氣
派
」（「
浙
江
工
商
大
學
學
報
」
第
一
二
四

期
所
收
、
二
〇
一
四
）、
龔
敏
・
王
星
「
論
森
槐
南
詞
」（「
湖
北
師
範
學
院
學
報
（
哲

學
社
會
科
學
版
）」
第
三
十
六
卷
第
三
期
所
收
、
二
〇
一
六
）
な
ど
の
論
文
が
あ
り
、

ま
た
槐
南
の
戲
曲
や
紅
樓
夢
の
硏
究
に
つ
い
て
は
、
黃
仕
忠
「
從
森
槐
南
、
幸
田
露
伴
、

笹
川
臨
風
到
王
國
維
―
日
本
明
治
時
期
（1869-1912

）
的
中
國
戲
曲
硏
究
考
察
」（「
戲

劇
硏
究
」
第
四
期
所
收
、
二
〇
〇
九
）、
同
「
森
槐
南
與
他
的
中
國
戲
曲
硏
究
」（「
戲

曲
與
俗
文
學
硏
究
」
第
一
輯
、
二
〇
一
六
）、
孫
玉
明
『
日
本
紅
學
史
稿
』（
北
京
圖
書

館
出
版
社
、
二
〇
〇
六
）
等
の
論
考
や
著
書
が
あ
る
。

（
8
）『
作
詩
法
講
話
』
に
は
文
會
堂
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
、
大
正
十
五

（
一
九
二
六
）
年
三
月
に
京
文
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
版
と
、
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年

五
月
に
桑
文
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
版
が
あ
る
。
京
文
社
本
に
は
「
凡
例
」
の
前
に
落
合

爲
誠
に
よ
る
「
序
」
が
附
さ
れ
（「
大
正
十
五
年
三
月
」
と
の
日
附
の
記
載
が
あ
る
）、「
槐

南
先
生
の
作
詩
法
講
話
は
久
し
く
絕
版
と
な
つ
て
居
た
が
、
今
般
京
文
社
よ
り
出
版
さ

れ
る
事
と
な
つ
た
の
は
、
實
に
慶
賀
す
可
き
事
で
有
る
」
云
云
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
桑
文
社
本
で
は
こ
の
落
合
爲
誠
序
文
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
京
文
社
本
と
桑
文

社
本
と
は
版
組
が
同
じ
で
あ
る
が
、
文
會
堂
書
店
本
と
兩
者
と
は
版
組
が
異
な
っ
て
い

る
。
以
上
、『
作
詩
法
講
話
』
の
諸
版
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
裕
亮
氏
の
「
森
槐
南
の
『
漢

唐
小
說
史
』
を
め
ぐ
っ
て
―
明
治
期
漢
詩
人
に
よ
る
中
國
小
說
史
―
」（「
解
釋
」
第

六
十
七
卷
第
七
・
八
號
所
收
、二
〇
二
一
）注（
八
）に
指
摘
が
あ
る
。
な
お
本
稿
で
は
、

『
作
詩
法
講
話
』
の
引
用
や
引
用
文
に
附
し
た
頁
數
は
す
べ
て
文
會
堂
書
店
本
に
據
っ

て
い
る
。

（
9
）
森
槐
南
の
詞
學
を
知
る
上
で
は
「
詞
曲
槪
論
」
も
重
要
な
著
作
で
あ
る
が
、「
詞
曲

槪
論
」
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
10
）「
凡
例
」
は
大
澤
鐵
石
と
土
屋
琴
坡
に
よ
る
も
の
で
、「
凡
例
」
の
第
一
條
に
「
此

の
書
は
、
槐
南
先
生
の
遺
稿
中
に
得
た
り
、
把
て
之
を
讀
む
に
、
詩
學
に
洪
益
あ
る
は
、

素
よ
り
論
を
待
た
ず
、
詩
社
の
同
人
之
を
讀
ま
む
と
欲
す
る
に
急
な
り
、
是
に
於
て
謄

寫
の
勞
に
代
へ
、
同
人
に
頒
つ
の
主
旨
を
以
て
、
之
を
剞

に
附
し
、
併
せ
て
世
に
公

行
す
」
と
あ
る
。

（
11
）
注
（
7
）
に
引
い
た
黃
仕
忠
氏
の
論
文
で
は
「
森
槐
南
遺
著
《
作
詩
法
講
話
》、
經

學
生
整
理
、
在
東
京
文
會
堂
出
版
、
第
五
章
爲
〈
詞
、
曲
與
雜
劇
、
傳
奇
〉。
此
書
實

據
森
槐
南
在
東
京
帝
國
大
學
的
講
課
、
由
學
生
速
記
整
理
而
成
」（「
從
森
槐
南
、
幸
田

露
伴
、
笹
川
臨
風
到
王
國
維
―
日
本
明
治
時
期
（1869-1912

）
的
中
國
戲
曲
硏
究
考

察
」）、「
他
的
學
生
、
根
據
課
堂
速
記
、
整
理
成
書
、
題
爲
《
作
詩
法
講
話
》、
在
東
京

文
會
堂
出
版
、第
五
章
爲
〝
詞
、曲
與
雜
劇
、傳
奇
〞。（
中
略
）
作
爲
課
堂
講
述
的
記
錄
、

文
獻
引
證
較
爲
簡
略
、
要
照
顧
到
學
生
的
接
受
水
平
、
敍
述
較
淺
、
實
未
能
眞
正
展
現

出
森
槐
南
的
實
際
學
術
水
準
」（「
森
槐
南
與
他
的
中
國
戲
曲
硏
究
」）
と
記
さ
れ
、
大

學
で
の
講
義
を
速
記
し
た
も
の
と
す
る
が
、根
據
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。「
凡
例
」に「
荒

浪
煙
崖
君
の
速
記
に
係
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、速
記
者
は
學
生
で
は
な
く
荒
浪
煙
崖
（
ま

た
「
煙
厓
」
と
も
記
す
。
名
は
坦
、市
平
。
一
八
七
〇
―
一
九
五
四
）
で
あ
っ
た
の
で
、

や
は
り
詩
社
等
の
會
合
で
行
わ
れ
た
講
演
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
12
）
森
槐
南
の
死
因
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
注
（
7
）
所
揭
の
龔
敏
・
王
星
「
論
森

槐
南
詞
」
に
「
伊
藤
博
文
遇
刺
身
亡
、
森
槐
南
也
中
彈
受
傷
。
兩
年
後
（
一
九
一
一
）、

森
槐
南
因
傷
死
去
」
と
あ
る
よ
う
に
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
十
月
二
十
六
日

に
伊
藤
博
文
が
哈
爾
濱
驛
で
暗
殺
さ
れ
た
際
に
受
け
た
銃
創
に
よ
る
と
す
る
記
述
が
散

見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
同
年
十
一
月
三
日
發
行
の
朝
日
新
聞
東
京
版
朝

刊
に
「
伊
藤
公
遭
難
の
際
側
に
あ
り
て
同
じ
く
狙
擊
さ
れ
た
る
森
槐
南
氏
は
公
爵
の
遺

骸
に
從
ひ
て
歸
京
す
る
と
共
に
自
邸
に
入
ら
ず
一
昨
日
午
後
三
時
麻
布
日
本
赤
十
字
社

病
院
第
四
號
室
へ
直
に
入
院
せ
り
」「
同
院
に
て
は
時
を
移
さ
ず
大
島
醫
學
士
主
任
と

な
り
て
創
所
の
手
術
を
施
し
た
る
に
銃
丸
は
左
腕
上
膊
部
を
貫
通
し
餘
力
尚
左
腋
下
よ

り
肋
骨
を
避
け
皮
下
を
通
り
て
脊
部
に
貫
き
た
る
も
の
に
て
普
通
の
短ピ
ス
ト
ル銃
の
彈
丸
の
創

よ
り
も
大
き
く
食
指
頭
大
の
も
の
な
り
然
れ
ど
も
今
日
迄
の
經
過
は
極
め
て
良
好
に
し

て
多
少
疲
勞
を
覺
ゆ
る
の
み
發
熱
等
も
な
く
氣
力
殆
ん
ど
平
素
と
異
ら
ざ
れ
ば
現
狀
に

て
推
せ
ば
大
槪
豫
後
三
週
間
位
に
て
全
癒
す
べ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
槐
南
の
傷
は
比

較
的
輕
傷
と
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
ハ
ル
ピ
ン
か
ら
の
歸
途
に
大

作
「
歸
舟
一
百
韻
」
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。「
大
槪
豫
後
三
週
間
位
に
て

全
癒
す
べ
し
」
の
語
の
通
り
、
十
一
月
末
頃
に
は
傷
は
全
快
し
た
よ
う
で
、「
隨
鷗
集
」

第
六
十
編（
明
治
四
十
二
年
十
二
月
五
日
刊
）の
末
頁
に「
自
然
吟
社　

澤
野
江
舟
」「
楓

社　

山
口
松
陵
」「
隨
鷗
吟
社　

結
城
畜
堂
、
土
居
香
國
」
の
連
名
に
て
「
槐
南
先
生

創
痕
全
癒
被
成
候
に
附
三
社
協
同
祝
賀
の

を
開
き
兼
て
忘
年
會
相
催
し
候
間
來
十
二

日
午
後
三
時
京
橋
出
雲
町
十
二
北
川
樓
へ
萬
障
御
繰
合
御
來
臨
被
成
下
度
此
段
得
貴
意

候
」
と
の
廣
吿
が
揭
載
さ
れ
て
お
り
、
十
二
月
十
二
日
に
快
氣
の
祝
賀
會
を
開
催
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
廣
吿
に
は
「
吳
梅
村
淸
凉
山
讚
佛
詩
講
義
あ
り
」
と
見
え
、
こ



森
槐
南
の
詞
學

六
二

の
槐
南
に
よ
る
「
吳
梅
村
淸
凉
山
讚
佛
詩
講
義
」
は
「
隨
鷗
集
」
第
六
十
一
編
（
明
治

四
十
三
年
一
月
五
日
刊
）
に
荒
浪
烟
崖
の
速
記
に
よ
り
二
十
四
頁
に
わ
た
っ
て
揭
載
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
講
義
の
最
後
に
槐
南
は
「
此
詩
を
揭
げ
ま
し
た
の
は
私
か
（
マ
マ
）滿
州
で

負
傷
を
い
た
し
た
と
い
ふ
事
で
今
日
は
そ
の
全
快
祝
ひ
を
皆
さ
ん
か
ら
受
け
ま
し
た
の

で
多
少
滿
州
朝
廷
と
滿
州
と
に
關
係
あ
る
詩
を
讀
み
た
い
と
思
ひ
ま
し
て
そ
れ
で
色
々

搜
し
て
漸
く
此
篇
に
定
め
ま
し
た
故
に
」
云
云
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
十
二
月
十
二
日

の
祝
賀
會
に
お
い
て
五
古
「
淸
凉
山
讚
佛
詩
」
四
首
を
長
時
間
講
義
で
き
る
ほ
ど
に
ま

で
回
復
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
當
日
の
樣
子
は
「
隨
鷗
集
」
第
六
十
一
編
「
翰

餘
滴
」

に
「
三
社
詩

」
と
い
う
見
出
し
で
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
隨
鷗
集
」
第

六
十
二
編
（
明
治
四
十
三
年
二
月
五
日
刊
）
の
「
風
雅
餘
誌
」「
翰

餘
滴
」
の
記
事

に
據
る
と
、
槐
南
は
明
治
四
十
二
年
除
夕
の
玉
池
祭
詩
や
、
翌
年
一
月
十
六
日
開
催
の

鷗
社
例
會
と
同
日
開
催
の
自
然
吟
社
新
年
宴
な
ど
に
も
出
席
し
て
聯
句
に
參
加
し
た
り

詩
を
詠
じ
た
り
し
て
い
る
。
鷗
社
例
會
で
は
「
玉
谿
生
詩
講
義
」
を
開
い
て
李
義
山
詩

五
篇
の
講
義
を
行
っ
た
と
あ
り
、
氣
力
體
力
と
も
に
ま
っ
た
く
回
復
し
て
い
た
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
。
槐
南
の
死
因
は
、
銃
擊
か
ら
一
年
餘
り
後
に
發
症
し
た
肺
炎
心
臟
病
の

併
發
で
あ
り
、「
隨
鷗
集
」
第
七
十
七
編
（
明
治
四
十
四
年
四
月
五
日
刊
）「
風
雅
餘
誌
」

の
「
首
盟
槐
南
博
士
捐
館
」
と
い
う
記
事
に
「
槐
南
先
生
偶
ま
疾
に
罹
り
、
一
月
十
八

日
午
下
よ
り
蓐
に
就
く
、
醫
は
云
ふ
イ
ン
フ
ル
ヱ
ン
ザ
と
、
然
る
に
熱
度
愈
々
加
ふ
、

岩
井
侍
醫
來
診
あ
り
驚
て
云
ふ
、
肺
炎
心
臟
病
の
併
發
に
て
容
易
な
ら
ざ
る
容
體
な
り

と
、
因
て
其
二
十
二
日
赤
十
字
病
院
に
入
ら
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
記
事
に
據
れ

ば
、
そ
の
後
胸
部
切
開
の
手
術
も
受
け
た
が
病
狀
は
回
復
せ
ぬ
ま
ま
三
月
七
日
に
亡
く

な
っ
た
。
同
「
首
盟
槐
南
博
士
捐
館
」
に
「
三
月
に
入
り
病
頓
に
甚
し
、
宮
相
の
命
を

受
け
岡
侍
醫
來
診
せ
ら
る
、
次
で
天
使
床
に
臨
み
、
御
菓
を
賜
ふ
、
先
生
頭
を
起
し
感

泣
し
て
拜
戴
す
、
蓋
し
異
數
也
、
同
七
日
正
六
位
に
敍
せ
ら
る
、
其
日
竟
に
捐
館
せ
ら

る
」
と
あ
る
。

（
13
）
富
士
川
英
郞
等
編
『
詩
集
日
本
漢
詩
』
第
二
十
卷
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
〇
）
所

收
の
『
槐
南
集
』
解
題
。

（
14
）『
作
詩
法
講
話
』「
凡
例
」
に
は
、「
此
の
書
は
、
作
詩
法
を
講
話
せ
ら
れ
、
且
つ
詩

の
寶
庫
と
す
る
戲
曲
小
說
の
大
要
を
解
說
せ
ら
る
、故
に
獨
り
詩
家
の
益
の
み
な
ら
ず
、

單
に
漢
土
の
戲
曲
小
說
を
硏
鑽
せ
む
と
欲
す
る
者
、
亦
之
を
以
て
指
南
車
と
爲
す
べ
き

な
り
」
と
あ
る
。
な
お
槐
南
が
戲
曲
を
詩
の
題
材
と
し
て
用
い
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
中
村
優
花
氏
の
「『
新
新
文
詩
』
に
お
け
る
森
槐
南
の
創
作
の
精
神
」（「
早
稻
田

大
學
總
合
人
文
科
學
硏
究
セ
ン
タ
ー
硏
究
誌
」
第
九
號
所
收
、
二
〇
二
一
）
に
言
及
が

あ
る
。

（
15
）
第
四
章
附
錄
と
し
て
、
二
三
二
頁
か
ら
二
三
五
頁
ま
で
の
四
頁
に
詩
詞
の
原
文
や
、

『
欽
定
詞
譜
』
に
よ
る
詞
調
數
、
詞
體
數
な
ど
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
凡
例
」

に
「
書
中
、
第
四
章
以
下
、
亦
參
照
に
資
す
る
數
葉
の
書
を
、
聽
講
者
に
授
け
ら
れ
た

る
が
如
し
、
因
て
之
を
附
錄
と
な
し
、
章
每
に
其
の
尾
に
揭
げ
て
、
披
讀
の
便
に
供
す
」

と
言
う
よ
う
に
、
講
義
の
際
に
聽
講
者
に
配
布
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。

（
16
）
た
と
え
ば
村
上
哲
見
博
士
は
、「
唐
代
に
お
い
て
早
く
か
ら
七
絕
を
主
と
す
る
詩
が

歌
唱
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
を
さ
し
は
さ
む
餘
地
は
な
い
」（『
宋
詞
硏
究　

唐
五
代
北
宋

篇
』
上
篇
第
一
章
「
詞
源
流
考
」、
七
十
七
頁
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

（
17
）
た
と
え
ば
林
玫
儀
氏
「
由
敦
煌
曲
看
詞
的
起
原
」（『
詞
學
考
詮
』
所
收
）
に
、「
主

此
說
（
筆
者
注

：

絕
句
起
源
說
）
者
大
多
是
受
唐
人
歌
唱
絕
句
及
朱
子
泛
聲
塡
實
說
的

影
響
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）「
散
聲
」
に
は
「
弦
樂
器
不
按
弦
彈
之
、
發
音
最
低
、
謂
之
〝
散
聲
〞」（『
漢
語
大

詞
典
』
第
五
册
、
四
八
五
頁
）
と
い
う
意
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
意
味
で
は
な
い
。

（
19
）
淸
・
江
順
詒
の
『
詞
學
集
成
』（
卷
二
）
に
も
「
在
音
則
爲
襯
聲
、
纏
聲
、
在
樂
則

爲
散
聲
、
贈
板
、
在
詞
曲
則
爲
加
襯
字
、
爲
旁
行
增
字
」
と
見
え
る
。

（
20
）
槐
南
の
「
偸
聲
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、「
詞
曲
槪
論
」（「
詩
苑
」
第
一
集
所
收
）

に
も
「
兩
字
若
く
は
三
數
字
を
合
せ
て
一
聲
と
爲
す
者
あ
り
、所
謂
る
偸
聲
は
是
な
り
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
森
川
竹
磎
は
、「
詞
の
沿
革
及
び
作
法
の
槪
說
」
に
お
い

て
「
偸
聲
と
申
す
こ
と
は
槐
南
先
生
は
聲
を
偸
む
、
卽
ち
曲
譜
の
聲
を
偸
む
で
縮
め
る

意
だ
と
申
さ
れ
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
萩
原
正
樹
校
注
「【
資
料
紹
介
】
詞
の
沿

革
及
び
作
法
の
槪
說
」、「
風
絮
」
第
十
二
號
所
收
、
二
〇
一
五
參
照
）。

（
21
）
本
文
中
に
詞
の
情
趣
を
說
明
す
る
例
と
し
て
、「
十
六
字
令
」
と
「
菩
薩
蠻
」
も
引

い
て
い
る
。

（
22
）
何
曉
敏
「
二
十
世
紀
詞
源
問
題
硏
究
述
略
」（「
詞
學
」
第
二
十
輯
所
收
、

二
〇
〇
八
）
に
據
れ
ば
、胡
適
「
詞
的
起
源
」
は
一
九
二
四
年
十
二
月
に
「
淸
華
學
報
」

第
一
卷
第
二
期
に
發
表
さ
れ
た
。
ま
た
梁
啓
超
の
「
詞
之
啓
源
」
は
そ
の
「
中
國
之
美

文
及
其
歷
史
」（
一
九
三
六
年
に
『
飮
冰
室
合
集
』
に
收
錄
さ
れ
る
）
の
一
章
で
あ
る
が
、

實
際
に
そ
の
文
章
を
書
い
た
の
は
一
九
二
四
年
で
あ
る
。

（
23
）『
全
唐
詩
』（
卷
八
八
九
）
の
小
注
に
「
唐
人
樂
府
、元
用
律
絕
等
詩
、雜
和
聲
歌
之
、

其

和
聲
作
實
字
、
長
短
其
句
、
以
就
曲
拍
者
爲
塡
詞
」
と
あ
る
の
を
引
く
。

（
24
）
な
お
王
國
維
は
こ
の
語
に
續
い
て
「
鄙
意
甚
爲
贊
同
。
至
謂
長
短
句
不
起
於
盛
唐
、

以
詞
人
方
面
而
言
之
、弟
無
異
議
；
若
就
樂
工
方
面
論
、則
敎
坊
實
早
有
此
種
曲
調（《
菩

薩
蠻
》
之
屬
）、
崔
令
欽
《
敎
坊
記
》
可
證
也
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
注

（
22
）
所
揭
の
何
曉
敏
「
二
十
世
紀
詞
源
問
題
硏
究
述
略
」
は
、「
對
於
胡
適
所
持
中
唐

說
、
王
國
維
委
婉
表
示
不
同
意
、
但
胡
適
竝
無
動
搖
、
此
後
回
信
、
仍
然
堅
持
己
見
」

と
述
べ
て
い
る
。

（
25
）『
作
詩
法
講
話
』
は
、
張
銘
慈
譯
に
よ
る
中
國
語
版
が
上
海
商
務
印
書
館
よ
り
刊
行

さ
れ
て
い
る
が
、民
國
十
九
（
一
九
三
〇
）
年
（
初
版
）
と
民
國
二
十
二
（
一
九
三
三
）



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
五
號

六
三

年
（
國
難
後
一
版
）
の
刊
行
で
あ
り
、
胡
適
が
一
九
二
四
年
十
二
月
の
「
詞
的
起
源
」

發
表
以
前
に
こ
れ
を
見
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
張
銘
慈
譯
『
作
詩
法
講
話
』
は
、
現

在
で
は
汪
夢
川
主
編
『
民
國
詩
詞
作
法
叢
書
』（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
六
）
に
收
錄

さ
れ
て
お
り
、
比
較
的
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。『
民
國
詩
詞
作
法
叢
書
』
所
收

本
の
解
題
に
據
れ
ば
、「
張
銘
慈
生
平
不
詳
、
民
國
十
三
年
曾
任
《
少
年
日
報
》
總
理

兼
總
編
輯
。
譯
著
有
兒
島
獻
吉
郞
《
中
國
文
學
槪
論
》
等
」
と
い
う
。
張
銘
慈
の
「
公

歷（
マ
マ
）一
九
二
八
年
十
月
十
日
」
と
日
附
の
あ
る
「
序
」
に
、「
共
分
六
章
、
首
述
平
仄
之

原
理
、
次
爲
古
詩
音
節
、
唐
韻
區
劃
、
復
次
論
詩
與
詞
之
別
、
及
詞
曲
雜
劇
、
以
成
此
書
。

最
後
竝
附
小
說
槪
要
一
章
、今
酌
刪
去
」
と
あ
る
よ
う
に
、中
國
語
版
で
は
第
六
章
「
小

說
槪
要
」
が
削
除
さ
れ
、第
五
章
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
同
「
序
」
に
は
「
吾
譯
是
書
、

承
王
雲
五
先
生
諸
多
鼓
勵
、
又
蒙
日
本
大
岡
延
時
先
生
指
敎
之
處
甚
多
、
特
於
此
誌
謝
」

と
の
謝
辭
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、こ
の
大
岡
延
時
と
い
う
人
物
は
、孫
安
石
氏
の
「
戰

前
中
國
に
お
け
る
日
本
・
日
本
語
硏
究
に
關
す
る
資
料
の
調
査
報
吿
」（「
神
奈
川
大
學

言
語
硏
究
」
第
二
十
五
號
所
收
、
二
〇
〇
二
）
に
、
一
九
三
六
年
八
月
に
內
山
書
店
か

ら
發
賣
さ
れ
た
『
日
語
法
化
讀
本
』（
兪
明
著
、
大
岡
延
時
校
正
）
の
校
正
者
と
し
て

名
が
見
え
る
。
ま
た
山
村
睦
夫
氏
の
「
戰
前
期
上
海
に
お
け
る
日
本
人
居
留
民
社
會
と

排
外
主
義
一
九
一
六
〜
一
九
四
二
（
上
）
―
『
支
那
在
留
邦
人
人
名
錄
』
の
分
析
を
通

じ
て
」（「
和
光
經
濟
」
第
四
十
七
卷
第
二
號
所
收
、
二
〇
一
五
）
に
據
れ
ば
、
大
岡
延

時
は
上
海
に
あ
っ
た
皮
革
・
輸
出
入
業
を
扱
う
日
露
實
業
（
後
に
東
昌
公
司
と
改
稱
）

の
代
表
者
で
も
あ
っ
た
。
中
國
語
版
で
は
、張
銘
慈
「
序
」、大
澤
鐵
石
・
土
屋
琴
坡
「
凡

例
」
の
後
に
落
合
爲
誠
の
序
文
が
附
さ
れ
て
お
り
、
京
文
社
本
を
翻
譯
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
『
作
詩
法
講
話
』
に
張
銘
慈
に
よ
る
中
國
語
譯
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
南
京
大
學
の
童
嶺
先
生
よ
り
ご
敎
示
を
賜
っ
た
。
先
生
に
厚
く
御
禮
申

し
上
げ
る
。
ま
た
張
銘
慈
に
は
、
岡
村
司
『
民
法
與
社
會
主
義
』
と
い
う
譯
書
も
あ
り

（
劉
仁
航
と
の
共
譯
）、『
中
國
近
代
法
學
譯
叢
』
中
の
一
と
し
て
二
〇
〇
三
年
に
中
國

政
法
大
學
出
版
社
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

※
本
稿
は
、「
成
大
中
文
學
報
」
第
六
十
四
期
（
二
〇
一
九
年
三
月
刊
）
に
發
表

し
た
拙
稿
「
森
槐
南
的
詞
學
│
關
於
詞
的
起
源
」
に
、
增
補
修
正
を
加
え
て
日
本

語
論
文
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
立
命
館
大
學
文
學
部
敎
授
）




